アンジェラ・スミスとリッキー・ロドリゲスの死に関する声明文

ファミリー・インターナショナル

　２００５年１月８日(現地時間)、アメリカのアリゾナ州トゥーソンで、アンジェラ・Ｍ・スミス（５１歳）という女性が惨殺され、犯人のリッキー・Ｐ・ロドリゲス（２９歳）は、その日の夜、自殺しました。アンジェラ・スミスは、３０年以上、キリスト教宣教グループであるファミリー・インターナショナルのメンバーでしたが、最近になってグループを離れ、カリフォルニアで病気療養中の叔母の近くに住むため、宣教の地から移転したところでした。

　リッキー・ロドリゲスは、ファミリー･インターナショナルの指導者であるカレン・ザービーの息子でした。カレン･ザービーは、ファミリー内では、マリア･デービッドという名で呼ばれています。２０００年、ロドリゲスはファミリーを円満に脱退しましたが、しだいに、母と妹に反感を抱くようになりました。その後、幾つかのインターネット・サイトに、ファミリーでの生い立ちについて激しい不満の思いを書き込み始め、その一つで、母親を殺すと脅迫しました。しかし、母親の居所を見つけられなかったため、以前母親と一緒に住んだことのあるアンジェラ・スミスを殺害すると決意したようです。

　スミスは、マリア・デービッドの身内がトゥーソンで運営している非営利の高齢者ホームの役員でした。ザービー家は、宣教グループであるファミリー・インターナショナルとは一切関わりがありません。スミスは、以前、ザービー家を訪れて手伝いをしたことがあり、２００３年に、ザービー家が運営する高齢者ホームの役員になるよう頼まれました。スミスは、当時ファミリーのメンバーでしたが、ファミリー・メンバーという立場でではなく、一個人としてそれを引き受けました。

　スミスは、この悲劇的な死を遂げる数ヶ月前、マリア・デービッドやファミリーの友人数人に、しばらくファミリーの仕事を離れたい旨を書いてきました。私たちは、彼女が幸せで充実した新しい人生を送ることを願っていました。スミスはカリフォルニアで職を見つけ、そこに落ち着きました。そこで、様々な社会福祉活動に参加していたようです。彼女は、活発で外向的で、親しみやすい女性であり、会う人たちに好印象を与えていました。それは、地元紙に掲載された彼女の雇用主の言葉が証明しています。

　スミスさんの訃報は、パロ・アルト・レストレーション・ハードウェアの従業員にとって、特につらい知らせだった。同僚たちは彼女を、まれに見るほど親切で、相手を信頼するタイプの人だったと語る。スミスさんには販売経験はなかったものの、あえて彼女を雇うことにしたグレッチェン・ミル氏は、「彼女はいつも優しい人だった」と述べた。

　ミル氏によると、スミスさんは仕事の飲み込みが早く、微笑みを絶やさなかったこと、またその暖かな人柄のゆえに、客や従業員から好かれていた。在庫係に差し入れをしたり、誰かがデートや、病院での検査や診察があると、そのことを覚えていて、どうだったか聞いたりして、同僚たちのことを気にかけていたという。（２００５年１月１８日付、サンホセ・マーキュリー・ニュース紙）

　１月上旬、スミスは、年に二度の役員会に出席するため、トゥーソンに行きました。そこに滞在中、ロドリゲスが彼女を夕食に誘ったのです。夕食の後、彼女はロドリゲスのアパートに行き、そこでロドリゲスは彼女を何度もナイフで刺し、喉をかき切ったのでした。残忍な計画的殺人でした。その後、ロドリゲスはカリフォルニアのブライズまで車を運転し、銃で自殺しました。

　犯行の前日、ロドリゲスはぞっとするような恐ろしいビデオテープを作り、そのコピーを数人の友人に送って、それをマスコミと自分の母親に送るよう指示しました。そのテープで、彼はスミスの殺害計画を述べています。手には銃を持ち、彼の前にあるテーブルには、その他の凶器が幾つか並んでいました。その中に２本のナイフがあり、その一つについて、それを凶器として使うと説明しました。

　最初の頃の幾つかの報道では、数人の元メンバーが、ロドリゲスがスミスを殺害した原因は、子供時代に彼女から虐待を受けたことにあると主張し、マスコミはこの主張をそのまま伝えています。けれども、スミスから虐待を受けたとロドリゲス自身が非難したという記録はどこにもありません。彼女を殺害する前に撮影したビデオにも、そのような発言はありませんでした。

　マリア・デービッドの夫、ピーター・アムステルダムは、この事件のすぐ後、ファミリーのメンバーに宛てて以下のことを書きました。

　リッキーは、事件の数ヶ月前から、アリゾナ州トゥーソンで暮らし、働いていました。彼はトゥーソンに住んでいる母親の親族と連絡を取り合っており、最近、電気工の仕事に就きました。私たちは、彼が何か満足できる仕事を見つけられるようにずっと祈っていました。リッキーからの連絡はここ数年皆無で、私たちからクリスマスや誕生日の挨拶を送るだけでした。

　リッキーが、彼の母親や私と暮らしていた期間に、アンジェラもほとんどずっとそこに住んでいました。リッキーが２０歳ぐらいになるまで、二人は私たちと長年一緒に住んでいましたが、彼がアンジェラへの不満を表した事は一度もなく、アンジェラとリッキーは友達同士の関係でした。アンジェラが子供の頃のリッキーを世話していたと主張されていますが、それは事実ではありません。アンジェラは私たちのホームで、ずっと秘書をしていました。

　リッキーとその妻は、２０００年の始めに私たちのホームを出てからも数ヶ月間はファミリーにとどまり、南カリフォルニア、それからイギリス、そしてベネズエラのホームで生活しました。彼の母親と私は、彼らがファミリーのホームに落ち着けるよう、助力を惜しみませんでした。新しい生活を始められるよう贈り物や資金を送り、数ヶ月はよく連絡を取り合っていました。彼らも、心やさしい手紙を何通か書いてきて、幸せにやっていることや、ファミリーにいたいと思っていることが見て取れました。

　リッキーが私たちを非難し、自分の生い立ちに不満を言い、金銭を要求するなどし始めたのは、彼らがファミリーを去って、復讐心に燃える何人かの背教者［宗教団体から離れて、その教えや実践に完全に反対するようになった人たち］と頻繁に接触するようになってからです。これらの人たちとの接触が増すにつれ、非難もエスカレートしていきました。これは、背教者に起こるサイクルであることが、多数の学術論文により証明されています。彼は最終的に、私たちとは一切連絡を取りたくないので、手紙も送らないようにと伝えてきました。それからしばらくして、彼はあるウェブサイトに、私たちを見つけて殺したいという脅迫文を書き込んでいます。

　リッキーとつきあいのあった人の中には、リッキーの脅迫が本気であることを知っていた人たちもいたようです。彼らは、リッキーが母親を殺したいと言うのを耳にしており、ナイフに強い興味を示していたことも知っていました。その人たちはリッキーに対して、それが間違いであることをわからせようと説得を試みたが、うまくいかなかったのだろうと推測することしか私たちにはできません。

　また、リッキーが実際に殺人を犯したという事実を無視して、彼を何の罪もない被害者扱いし、それどころか、ヒーローか手本とすべき人物かのように見せようとしている人たちがいます。リッキーは、「虐待」があったと言って、犯行はそれゆえの当然の報復であると主張しました。彼の動機が何であったにせよ、またその時に彼がどれだけ「闇」によって自分を失っていたにせよ、人を殺す正当な理由にはなりません。彼は被害者ではなく、被害者はアンジェラなのです。彼女のような素晴らしい女性が、残忍で無惨な殺され方をしたのです。

　けれども、残念なことに、暴力を何とも思わない背教者が何人かいるようです。暴力を容認するばかりか、彼の母親には「当然の報い」だとか、「無神経と思われるかもしれないけど、別にいいじゃないか。どうせ死ぬんだったら、あのクズどもを一人ぐらい道連れにしたって。残念だったのは、一人しか殺せなかったことだ」などといった書き込みをしています。また、こう書いた人もいます。「ああ、これはひどい出来事だけど、正直言って、ファミリー・メンバーや以前彼を虐待した人が死んだってかまうもんか。あの女が殺される時に、ちゃんと理由を知ってて死んでいったのだといいけど」　「リッキーの場合、殺したって、親指に刺さったトゲを抜くようなものさ」。

　これらの人々が公にこのような発言をしていること、そればかりか、この元メンバーのサイト管理者たちがこのような発言をサイトに残したままにして、それを助長していることに、私たちはショックを受けています。これらのサイトの管理者やそこにアクセスする人は、無惨に殺害された人をこれほども冷酷に非難する人々と関係していることを恥じるべきだと、私は思います。［何日かたってから、サイトの管理者は乱暴な書き込みを削除しました。］

　リッキーは２９歳でした。彼は自分で様々な決断をしたのです。そして、彼の母親はそれらの決断には一切かかわっていませんでした。母親は、リッキーを愛し、彼と連絡を取ろうと試み、彼のために祈り、最大限の努力をしていました。ですから、この事件に、彼の母親と私は深い悲しみを覚えています。（ピーター・アムステルダムがファミリーのメンバーに書いた手紙より）

　ファミリーのメンバーもこの出来事にショックを受け、深く悲しんでいます。私たちがクリスチャンであって、天国について信じ、信仰をもっていることは心の慰めではありますが、現在、この悲劇を巧妙に利用して、ファミリーのメンバーに害を及ぼそうとする人々がいることに、私たちは激しい怒りを覚えます。ファミリーのメンバーは、思いやりの心をもって神と人への奉仕に人生を捧げるべく、日夜、努力しています。

　私たちはまた、私たち同様にショックを受けた大勢の元メンバーから、哀悼の言葉を受け取っています。元メンバーの大多数は、ファミリーに敵対心を抱いてはいません。充実した人生を送り、自分が選んだ職業やライフスタイルに満足しています。そして、私たちも彼らの幸福を祈っています。

　けれども、ファミリーを脱退した人の中には、ファミリーでは児童虐待が広く行われていると吹聴している人たちがいます。これは嘘です。ファミリーは、未成年への虐待を一切許容せず、虐待者は破門に処されるという方針をとっています。この破門措置は１９８８年以来実施されています。

　１９７０年代の後半、ファミリーの創始者であるデービッド・バーグほか数人が、セックスは神が創造した自然な行為であり、抑圧されたり、罪の意識を感じたりせずにそれを行うことができるという趣旨の記事を幾つか出版しました。これがきっかけとなって、成人と成人、場合によっては未成年と未成年の間で、性的な行為を行う人が出てきました。けれども、残念なことに、その境界線があいまいであったケースもありました。１９８６年、デービッド・バーグとマリア・デービッドは、それまで未成年のための厳しい保護策が実施されていなかったことに気づき、未成年との性的行為を禁じ、保護手段を実施しました。１９８８年、デービッド・バーグは、自身の執筆物も含め、未成年との性的行為が容認されているようなことを少しでも示唆するような文書をすべて破棄しました。そのような文書はすべて、ファミリーのコミュニティーから処分されました。そして、デービッド・バーグは成人と未成年との間の性的行為は一切容認されないことを明確に述べました。それ以来、ファミリーは、そのような行為は即座の破門に値することであるとしてきました。

　過去１０年間、マリア・デービッドは、ファミリーにいる期間にいかなる形であれ傷つく経験をした人すべてに、正式な謝罪を何度も出版しました。

　虐待行為を一切容認しないという方針は、ファミリーのコミュニティーにいる未成年を虐待からしっかり守っています。そのことは、１９９０年代前半、元メンバーがアルゼンチン、フランス、スペイン、オーストラリアの当局に対し、ファミリー・ホームの子供たちは虐待を受けていると虚偽の告発をした時にも確認されました。当時、彼らの虚偽の情報に基づいて、それら４ヶ国のファミリーのコミュニティーは、警察による未明の家宅捜索を受けました。現在なされているのと同じ主張が、この強制捜査を引き起こしたのでした。

　クレア・ボロウィックは、その時の体験をこのように語っています。彼女はアルゼンチンでの強制捜査で逮捕され、当時７歳の息子は国の社会福祉施設に４ヶ月間収容されました。

　当局は、２－３人の元メンバーの通報にあおりたてられて、組織的児童虐待、育児放棄、暴力が行われていると判断して家宅捜索を行いました。それにより、何百人という子供たちが長期に渡る深刻なトラウマ（心的外傷）を受けました。私たちの子供たちは、一般市民と同様の権利を有しない「カルトメンバー」と決めつけられてしまい、彼らの苦しみが全く考慮されないことがあまりにも多すぎます。４ヶ月間、親から無理矢理引き離され、もう親には決して会えないと言われ、基本的必要物さえ与えられないまま、家畜のように扱われ、７人の男性医師たちによって性器を詳しく検査され（１０歳の女児さえもです）、おびえ、犯罪者扱いをされたあげく、すべては虚偽の申し立てであることが判明したのでした。

　私の息子は、アルゼンチンの国立の施設で、４ヶ月間、文字通りの虐待を受けました。そこでは、収容期間中、着替えは一揃いしか許されず、子供たちは恐れで失禁しても、尿でぬれた服を着たままにされていました。親は虐待者なので、もう絶対に会えないとも言われました。子供たちは、きちんとした設備もない倉庫に入れられ、世話もされませんでした。１５０人のメンバーと、３００人弱の子供たちが、粗暴な扱いと心理的「攻撃」にさらされました。また、女の子たちは自分の意志に反して婦人科の検査を受けさせられました。アルゼンチンだけで、これだけの事が起こったのです。

　というわけで、１９９０年代前半に、数カ国で、当局が予告なしの家宅捜索を行い、実に６００人以上の子供たちを強制的に連れ去り、経験したこともないひどい状況下で心理的にも肉体的にも苛酷な検査を受けさせたというのに、その結果、虐待の痕跡は一つも見つかりませんでした。それならば、それらの国での裁判の判決で明白になったように、ファミリーのコミュニティーにいる子供たちが性的虐待を受けていないことは、誰にとっても明白なはずです。

　ファミリーで育つ若者の内、２０代になった時点で、約半数が他のライフスタイルや職業を選び、残りの半数がファミリーに残っています。ファミリーには、１８歳以上の第二世代が１８００人います。彼らはファミリーのメンバーであることに満足しており、神に、そして他の人に奉仕できること、自分の子供をファミリーで育てていることを喜びとしています。（クレア・ボロウィック）

　これらの強制捜査の結果による裁判では、そのどれにおいても、関係するファミリー・メンバーが全員、無罪となり、容疑はすべて撤回されました。ある裁判では、証拠もなしに家宅捜索を行ったことで、裁判官が当局と検察官を非難しました。また、別の裁判では、家宅捜索が違法とされました。ファミリーはこれらの裁判の概要を、「Religious Freedom on Trial（宗教の自由が裁判にかけられる）」という文書にまとめて出版しました。この文書(英文)は、http://www.thefamily.org/dossierにあります。この文書と同じウェブページにある「Religious Persecution（宗教迫害）」という文書（英文）もどうぞダウンロードして下さい。また、希望される方には印刷されたものをお送りします。（｢宗教迫害｣は、要約版の日本語訳があります。希望される方にはお送りしますので、ご連絡下さい。）　

　ファミリーが子供を守り、その福利のために徹底した努力をしていることは、裁判所からの任命による調査や独立した調査の結果により証明されています。１９９０年代の前半に行われた前述の強制捜査では、ファミリーのコミュニティーにいる６００人以上の子供たちが綿密な身体検査、心理テスト、教育テストを受けました。その結果、子供たちは全員健康であることが明らかになり、虐待の痕跡は全く発見されませんでした。

　けれども、私たちが虐待の罪を犯していると非難する人々は、それが起こったのが約２０年前だと言っています。それは、現在よりも、家宅捜索や捜査の時期にもっと近い時期です。当時、厳しく、強制的に調べた結果、何の証拠も出てこなかったのに、どうして今、証拠が見つかるというのでしょうか。これらの申し立てについては、詳しい調査がすでになされましたが、虐待が立証されたことはないのです。読者の皆様には、この事実を慎重にご考慮下さるようお願いします。

　それ以来、ファミリーは、大勢の社会科学者の詳細に渡る研究対象にもなり、様々な調査がなされてきました。ファミリーへの直接の調査を行った研究者たちの研究結果が十分に考慮されるべきです。しかし、マスコミは、私たちの活動に害を及ぼすことを望む人々の、興味本位で根拠のない主張ばかり取り上げています。私たちの活動に精通している学者や団体のリスト(英文)が、http://www.thefamily.org/dossier/referrals/index.htmlにあります。ご参照下さい。

　また、元メンバーの自殺率が一般の自殺率よりも高いと非難し、それは自殺者たちがファミリーに所属している間に、何らかの理由で心理面のバランスが崩れた証拠であると主張する人々もいます。この人々は、過去１５年間に、２５人の元ファミリー・メンバーが自殺したと主張していますが、私たちが調べた限りでは１０人でした。もちろん、１０人の人が自らの命を絶ったというのは非常に悲しいことであり、私たちはその死を軽く見るようなことはしません。

　けれども、これは正しい見地から見る必要があります。１９６８年のファミリー創設以来、このグループに一度は所属して去った人は、おおよそ３万２千人になります。この人数について、私たちを批判する人々からの異論は出ていません。米国国立精神保健研究所によると、２００１年の米国での自殺率は１０万人に１２人の割合です。［日本では、警察庁の発表によると、２００３年の自殺率が１０万人に２７人となっています。］ それは１年間だけの統計ですから、過去１５年間で確認された元メンバーの自殺率は、米国の自殺率をはるかに下回っています。

　しかし、たとえ一人が自殺しただけでも、命が失われることは実にいたましく、それを軽く見るべきでないことを明確にしたいと思います。感謝することに、私たちのグループでは自殺は極めてまれであり、そして、元メンバーの自殺率も、アメリカの自殺率よりはるかに低いのです。

　トゥーソンとブライズで起きた悲劇は、ファミリー・メンバーにとってほとんど理解しがたいことです。私たちのコミュニティーでは暴力は皆無だからです。アンジェラ・スミスのように、まわりの人への愛や思いやりを信条とする人が、このように残忍で恐ろしい死を遂げたのは、非常に悲しいことです。私たちはアンジェラがこの世にいないことをとても悲しく思いますが、今、彼女は救い主イエス･キリストと共にいて、安らかでいると信じています。

　私たちは、元メンバーたちが自由に自分のライフスタイルを選択し、自分の道を歩んでいく権利を尊重しています。それと同様に、偏狭なキャンペーンをあおっている、ごく少数の元ファミリー・メンバーやその他の人たちも、現在のファミリー・メンバーが自分たちの宗教的信条を実践し、宣教活動を行い、宗教的確信に沿って未成年の子供たちを教育するという合法かつ正当な権利を尊重してくれるよう、私たちは祈ります。また、ファミリーと共に主に仕えることを続けないと決めた、かつてのファミリー・メンバーたちについても、前向きで充実した生活を送り、自分の定めた新しい目標に向かって前進していけるよう、私たちは心から願っています。そして、和解のために祈ると共に、一人一人が自由意志によって選んだ生き方を互いに尊重し合えるよう祈ります。

ファミリー・インターナショナル


＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

ファミリー・インターナショナルとは？

　ファミリー・インターナショナル(以前は、｢神の子供｣として知られていました)は、クリスチャン･コミュニティーの集まりで、１００カ国以上にメンバーがいます。フルタイムのメンバーはおよそ８千５百人、準メンバーはおよそ７千人です。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

ファミリーには、以下の４つの主要目標があります。

１．神の言葉にある、愛、希望、救いのメッセージ、命を与えるメッセージを、人々と分かち合い、イエス･キリストを個人的な救い主として知る喜びを伝えること。

２．私たちの子供一人一人が、私たちが提供しうる最良の環境において、神の教えにそって育てられるよう最大の努力を払うこと。

３．信仰を深め、精神を高めるような、あるいは教育的な、さまざまな出版物や音楽CD、ビデオなどを制作、配布すること。

４．心の励ましとなる劇やコンサートなどの慈善興行、被災地での救援ボランティア活動、また、恵まれない人々に慰めや、物資面での支援の提供を行うことを通して、積極的に人々に助けの手をのべること。


＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

ご質問やご意見がある方は、どうぞ以下にご連絡下さい。

アメリカ：

The Family International

PMB 102

2020 Pennsylvania Ave NW

Washington, D.C. 20006-1846

USA

Tel：1 (800) 4–A–FAMILY [1 (800) 423–2645]


または


1 (202) 298–0838

E-mail：publicaffairs@thefamily.org

日本：

〒294-0023

千葉県館山市神余4359-94

ファミリー・インターナショナル日本連絡所
Tel：0470-28-0776

日本のファミリーのホームページ

http://www.family.gr.jp/

E-mail：info@family.gr.jp
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